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少数カテゴリの併合がパラメタ推定に及ぼす影響
―パフォーマンステストデータに多相ラッシュモデルを適用した場合―

○光永悠彦（名古屋大学） 羽藤由美＃（京都工芸繊維大学）
神澤克徳＃（京都工芸繊維大学）

キーワード：項目反応理論，言語テスト，パフォーマンス評価

背景と目的

京都工芸繊維大学において行われている，英語

発話能力を測定するためのテスト（ ，

参照）では，受験者の発話内容が

名の評価者によって，二つの評価観点（

及び ）から評価される。

発話パフォーマンスはルーブリックにしたがって

複数の評価者によって評価され，多相ラッシュモ

デル（ ，

）により尺度化される。 では カテ

ゴリからなるルーブリックが用いられているが，

最下位カテゴリに入る受験者数が少数（ 名

程度）になった場合， の推定が不安定になる

恐れがある， 最下位カテゴリに対応するカテゴ

リ境界パラメタの標準誤差が他のカテゴリにおけ

るパラメタよりも顕著に大きくなる（最大 倍程

度）という理由により，最下位カテゴリをその一

つ上のカテゴリと併合し， カテゴリのデータを

用いて分析を行ってきた。本研究では， カテゴ

リのデータと カテゴリのデータの結果推定され

たパラメタの点推定値を比較し，カテゴリを併合

することにより項目困難度や受験者の能力母数の

推定結果がどのように変動するかを，最下位カテ

ゴリと判断された頻度との関連に着目して検討す

る。最下位カテゴリと判断された受験者は能力が

相対的に低い受験者が多いため，最下位カテゴリ

と判断された頻度が大きな項目において，困難度

パラメタの点推定値も変動することが予想される。

方 法

年 月に実施された による

名のデータを用いた。 問からなる問題冊子を

種類用意し，受験者（大学 年次生）には 種類

の冊子のうちランダムに一つを割り付けた。また

名のモニター受験者に対し， 種類の問題冊子

すべてを解答させた。解答はすべて英語発話で行

わせ，その内容を録音しておき，一つの解答につ

き評価者（英語ネイティブ・ノンネイティブ）を

名割り当て，独立に二つの評価観点（

及び ）ごとに

件法で評価させた。

分析については 「評価者」「評価観点」「項目」

「受験者」の 相を仮定した （ ）及

び のみの評価で，相を仮定した （ ），

のみで 相を仮定した （ ）の三通り

で行った。 から のいずれについても，最下

位カテゴリを一つ上のカテゴリに併合した場合

（ ）と，元の カテゴリの場合（ ）の

場合で分析し，結果を比較した。いずれの分析も

を用いて行った。ただし，評価者

の属性を考慮し，評価者と評価観点との間に交互

作用項を仮定した。

結果と考察

， それぞれで 回の評定が行われ，

そのうち で ， で 個の最下位カテゴリの

評定が下された。全体に占める割合はそれぞれ

， であった。

項目困難度の推定結果を比較すると，

において最も最下位カテゴリと評定された頻度が

大きかった（頻度 ）項目においては，推定値が

の差であった。一方で，推定値の絶対値差は

最大 であり，最下位カテゴリ頻度は であっ

た。また や に限定した場合の推定値の絶対

値差は最大 であったが，最下位カテゴリ頻度

が の項目であっても絶対値差が最大となる場合

もみられ，最下位カテゴリ頻度が直線的に推定値

差と関連する傾向はみられなかった。

に，受験者ごとに推定された期待カテ

ゴリが，カテゴリ数 と の場合で異なった受験

者数を示した。わずかながら，期待カテゴリが変

化する受験者が存在することがわかった。最下位

カテゴリ数が多い場合の検討が今後望まれる。

期待カテゴリが異なった受験者の人数。
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デザイン工学科の学生に適した
プログラミング言語 の導入効果

―モチベーションの向上を目指すために―

○土肥紳一（東京電機大学） 今野紀子（東京電機大学）

キーワード：モチベーション，プログラミング入門教育

目 的

システムデザイン工学部デザイン工学科は，

年 月に開設した。デザイン工学科の入学者

は，デザイナーを目指す人が多く，プログラミン

グの専門家を目指す人は少ない。女性の割合は，

約 割である。プログラミング言語を何にするか

が，重要な問題になった。システムデザイン工学

部の前身である情報環境学部では， 言語を

導入していたが，初学者にとって敷居が高い欠点

があった。デザイン工学科の学生には，実行結果

が絵で表示される方が興味を喚起すると考え，

言語を導入した。受講者のモチベーシ

ョンを測定および分析で，その導入効果を示す。

方 法

は，スケッチブックに絵を描く感覚

でプログラミングを学習できるように開発された

言語である。これは で作られており，

の機能を継承している。一般的にプログラミング

には「おまじない」が必要であるが，

にはこれが無い。簡潔な命令を入力し，その結果

を順次絵で確認しながらプログラミングを学習で

きる。 は，インタープリタのため，ソ

ースプログラムを入力した時点で，構文チェック

が始まる。誤りが発見されると，即座にエラーが

表示され，初学者に親切である。 は，目

玉がマウスの方を見るプログラムの例である。右

側の例は目玉が多く不気味であるが，それを見た

さにプログラミングに励む。完成して目玉が動く

と，あちこちから「キャー」と言った声があがる。

マウスの方を見る目玉のプログラム例

導入効果は， ジーム を使って受講者のモ

チベーションを分析した 。測定は授業の前期，

中期，後期の 回実施する。モチベーションは

から の数値に定量化される。通常，前期のモチ

ベーションは高く，中期，後期にかけて低下する。

結 果

年度のモチベーションの推移は，前期が

，中期が ，後期が となり，変化し

なかった。中期の 分析を行った。 に

中期の グラフを示す。後期に向けた授業改善策

は，「成功機会度 」「自己コントロール度

」の改善，工夫が効果的であることが指

摘された． は改善度指数を示しており，特に

以上は要改善， 以上は即改善項目と考えられる。

具体的には，①授業中に練習問題や基礎演習など

を取り入れることで，学生ができた・わかったと

いう実感や成功体験を得る機会を増やす，②最初

はできそうな課題で「やればできる」という感覚

をつかませながら，馴れた頃にチャレンジ精神を

くすぐるような課題に挑戦させることで，学生に

自らの工夫を生かした成功体験を与えるなどが有

効と考えられる」が提案された。

中期の グラフ 年度

考 察

デザイン工学科の 年生を対処に，コンピュー

タプログラミングⅠのモチベーションを分析した。

その結果，モチベーションの推移は，大きく低下

していないことが明らかになった。通常は，前期

から後期にかけてモチベーションが低下する傾向

にあるが，低下が抑えられたことは，

言語がデザイン工学科の受講者に合っているため

と考えられる。今後は，受講者の興味を喚起でき

るように教授内容を工夫し，さらなるモチベーシ

ョンの向上を目指したい。
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